
文：槌田波留基　写真：特記以外は中原一隆（左下写真提供：ヤマト運輸㈱）

1億2,700万人。現在の日本の人口である。これが30年後には1億人を割り込むというデータがある。
その頃には労働人口も減少の一途を辿る。労働力の安定化は喫緊の課題となり、
各業界、企業間で人材確保は争奪戦の様相を呈しはじめている。
ICTやAIの進化による生産性の高度化が、労働力の減少において一定の抑止力となるとしても、
人的サービスの縮小を全てカバーするものではない。いかに「人財」を確保、補完するか、真剣に考える時だ。
そこで議論されるべきは、将来の担い手が働きたいと切望する就労環境の整備だ。建設業においては、
当面の施工余力には問題はないものの、10年以内に100万人規模の大量離職が必至の状況にある。
日建連では、担い手の確保・育成と生産性の向上を二本柱として様々な取組みを推進しており、
2017年3月に「週休二日推進本部」を設置、働き方改革を一段と加速させている。
魅力ある業界、職場とは。その姿を模索する建設業界内外の取組みを取材した。
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　宅配便大手のヤマト運輸㈱は、配達の時間指定や料
金体系の変更、新サービスの開発に取り組んでいる。
独自の働き方改革の骨子をまとめ、その根幹には「デ
リバリー事業全体の事業モデルをこれからの時代にあ
わせて設計し直し、改革していく」という理念がある。
　長時間労働の抑止や休憩などのゆとりを生む施策と
して、6月から配達の指定枠の「20時〜 21時」を「19
時〜 21時」の2時間枠に、また「12時〜 14時」の枠を
廃止し、これまでの6区分から5区分に変更した。10
月からは配送料金を改定し、27年ぶりに値上げする。
いずれも企業としての持続的成長と、社員がいきいき
と働くことができる環境整備「デリバリー事業の構造
改革」の一環だ。

い
る
。
今
年
四
月
に
は
有
効
求
人
倍
率

が
バ
ブ
ル
期
の
ピ
ー
ク
を
超
え
、
現
在

ま
で
に
一
・
五
倍
台
で
推
移
し
て
い
る
。

求
職
者
に
と
っ
て
は
望
ま
し
い
状
況
だ

が
、
そ
の
背
景
で
企
業
は
人
材
不
足
に

頭
を
抱
え
て
い
る
。

　

人
材
確
保
の
原
点
は
、
求
職
者
に
対

し
て
、
こ
の
業
界
で
、
こ
の
職
場
で
働

き
た
い
と
い
う
希
望
と
共
感
を
醸
成
す

る
こ
と
だ
。
そ
の
た
め
に
は
従
前
の
就

労
環
境
を
根
底
か
ら
変
え
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
政
府
は
総
理
自
ら
を
議
長
と

す
る
働
き
方
改
革
実
現
会
議
を
立
ち
上

げ
、
本
年
三
月
に
「
働
き
方
改
革
実
行

計
画
」
を
取
り
ま
と
め
た
。
長
時
間
労

働
の
是
正
や
同
一
労
働
同
一
賃
金
の
導

入
を
は
じ
め
、
従
来
の
雇
用
慣
行
か
ら

の
脱
却
を
見
据
え
た
、
踏
み
込
ん
だ
内

容
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
前
後
し
て

各
業
界
で
の
取
組
み
も
す
で
に
始
ま
っ

て
い
る
。
い
か
に
魅
力
的
な
業
界
と
し

て
再
生
す
る
か
。
企
業
、
業
界
の
存
続

と
成
長
を
見
据
え
た
施
策
が
注
目
を
集

め
て
い
る
。

　

企
業
が
抱
く
人
材
不
足
感
が
急
速
に

高
ま
っ
て
い
る
。
あ
る
信
用
調
査
会
社

が
今
年
一
月
に
行
っ
た
調
査
に
よ
る
と
、

企
業
の
四
三
・
九
％
で
正
社
員
が
不
足

し
て
い
る
と
回
答
、
半
年
前
と
比
較
し

て
六
・
〇
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
、
過
去

一
〇
年
間
で
最
高
値
に
達
し
た
。
規
模

別
に
見
る
と
大
企
業
の
半
数
以
上
が
人

材
不
足
を
訴
え
て
い
る
。
そ
の
背
景
に

は
、
景
気
回
復
に
と
も
な
う
労
働
力
需

要
の
高
ま
り
と
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る

労
働
人
口
そ
の
も
の
の
減
少
が
あ
る
。

仕
事
は
あ
る
が
、
受
注
し
た
後
の
人
員

配
置
が
追
い
つ
か
な
い
状
況
だ
。
中
小

企
業
に
お
い
て
も
労
働
力
の
不
足
感
は

強
く
、
採
用
活
動
に
関
わ
る
コ
ス
ト
負

担
や
、
待
遇
及
び
就
労
環
境
の
改
善
が

障
壁
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
大
企
業

に
比
べ
て
知
名
度
が
低
く
、
採
用
の
ノ

ウ
ハ
ウ
も
蓄
積
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が

人
材
確
保
に
苦
戦
す
る
要
因
に
な
っ
て

担
い
手
確
保
の
打
開
策

 「
働
き
方
改
革
実
行
計
画
」始
動

株式会社すかいらーく
 「営業時間を見直し、
ワークライフバランスの
充実を図る」

株式会社三越伊勢丹ホールディングス
 「『しっかり休む』ことで
モチベーションアップを
目指す」

ヤマト運輸株式会社
 「未来の環境の変化に適応した事業構造の改革」

　「ガスト」や「ジョナサン」などを運営するすか
いらーくグループは、今年2月から24時間営業の
店舗を半減させた。早朝営業の店舗でも営業時間
の短縮を進めている。日本人のライフスタイルが
大きく変わり、深夜の利用客は減少、終日営業と
いうニーズが希薄になった。更に、従業員は深夜
勤務を敬遠する傾向にあり、アルバイトの確保が
難しくなったこともこうした経営の大転換につな
がった。同社は昨年、国から「子育てサポート企
業」の認定を受けた。今後も、従業員が心身とも
に健康で、ワークライフバランスを全うできる働
き方改革を模索する。

　㈱三越伊勢丹ホールディングスは長時間営業
に起因するサービスレベルの低下を解決するため
2013年から運営する百貨店で、休業日設定や営
業時間短縮を本格導入している。更に今年は十数
年ぶりに元日に加え2日も休業とした。1997年以
降縮小傾向にあるマーケットを鑑みた措置だが、
休業日を従業員の意識改革につなげる狙いもある。
家族や友人と過ごすことにより社員の労働意欲を
喚起し、結果としてサービスの強化、グループ全
体に対する信頼感の向上といった効果を生む。最
高の状態での接客が、長期的な経営の安定に寄与
するという発想だ。

　また、鉄道の駅や商業施設、コインランドリーなど
に「PUDOステーション」という宅配ロッカーを合弁
会社であるPackcity Japan㈱が設置、指定したロッ
カーの解錠情報を受取人にメール配信して荷物受領の
利便性を図る。更に次世代型の配送車両の実用実験

「ロボネコヤマト」プロジェクトも始まった。車内に
保管ボックスを備えた専用EV車両が、受取人の指定
する屋外の場所に、10分単位の時間で配車する。いわ
ば動く宅配ロッカーだ。来年には一部地域において自
動運転の導入も視野に入れている。こうした施策を通
して潜在的な課題が明らかになり、更に新しい発想が
生まれてくるだろう。宅配業界の巨人「ヤマト運輸」
はかつてない規模の事業構造への改革に挑んでいる。

左／宅配ロッカー
「PUDOステーション」
右／動く宅配ロッカー

「ロボネコヤマト」
（提供：ヤマト運輸㈱）

運輸業・郵便業の働き方改革の事例

宿泊業・飲食サービス業の働き方改革の事例 卸売業・小売業の働き方改革の事例

人材不足感が
高まっている業界

多様な働き方改革に学ぶ働き方改革特集

（独）労働政策研究・研修機構「人材（人手）不足の現状等に関する調査（企業調査）及び働き方のあり方等に関する調査（労働者調査）結果」 （2016年6月） 、
㈱帝国データバンク「人手不足に対する企業の動向調査（2017年1月）」 （2017年2月） 、日本商工会議所「『人手不足等への対応に関する調査』集計結果」（2017年7月）を基に作成

介護・看護 卸売業・小売業宿泊業・飲食サービス業

運輸業・郵便業 情報通信業
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運
送
業
界
の
人
材
不
足
感
が
こ
の
十

年
足
ら
ず
で
急
速
に
高
ま
っ
て
い
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
、
人
材
が

不
足
、
や
や
不
足
と
回
答
し
た
事
業
者

の
割
合
は
平
成
八
年
で
五
％
だ
が
、
今

年
は
六
七
％
に
跳
ね
上
が
っ
た
。
業
界

の
現
状
を
見
る
と
そ
の
厳
し
さ
が
浮
か

び
上
が
る
。
平
均
労
働
時
間
は
全
職
種

と
比
較
し
て
約
一
〜
二
割
長
く
、
平
均

所
定
外
労
働
時
間
も
約
二
〜
三
倍
に
達

す
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
賃
金
が
低
い

た
め
人
材
不
足
に
拍
車
が
か
か
り
、
有

効
求
人
倍
率
は
平
均
の
二
倍
、
高
齢
化

も
進
ん
で
い
る
。

　

運
送
業
は
日
本
列
島
と
い
う
健
全
な

体
に
酸
素
＝
物
資
を
供
給
し
続
け
る
血

流
と
い
え
る
。
こ
の
業
界
の
弱
体
化
が
、

日
本
経
済
の
成
長
、
発
展
を
直
撃
す
る

こ
と
は
明
ら
か
だ
。
山
積
す
る
課
題
に
、

国
と
業
界
が
連
携
し
て
様
々
な
挑
戦
を

原
氏
は
話
す
。

　

今
年
三
月
に
改
正
さ
れ
た
免
許
制
度

も
強
力
な
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。

十
八
歳
で
取
得
で
き
る
「
準
中
型
免

許
」
の
新
設
だ
。
現
行
の
中
型
免
許
は

二
十
歳
以
上
で
二
年
以
上
の
普
通
免
許

保
有
が
必
要
だ
が
、
こ
の
準
中
型
免
許

が
あ
れ
ば
宅
配
便
や
コ
ン
ビ
ニ
の
集
配

車
両
に
使
わ
れ
る
小
型
ト
ラ
ッ
ク
を
運

転
で
き
る
。
協
会
で
は
免
許
取
得
の
助

成
も
始
め
た
。「
業
界
の
慣
例
だ
と
高

校
を
卒
業
し
、
二
年
ほ
ど
倉
庫
作
業
を

経
験
し
て
か
ら
ド
ラ
イ
バ
ー
に
な
る
。

そ
れ
で
も
い
つ
か
は
大
型
車
に
乗
る
と

い
う
夢
を
持
っ
て
い
る
若
手
は
た
く
さ

ん
い
ま
す
」。
そ
の
道
筋
が
早
め
ら
れ

る
と
藤
原
氏
は
期
待
し
て
い
る
。

　

国
が
主
体
と
な
り
、
事
業
者
、
ド
ラ

イ
バ
ー
、
荷
主
が
連
携
し
て
長
時
間
労

働
の
改
善
を
図
る
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
も

昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
。
専
門
家
を
交
え

て
課
題
の
洗
い
出
し
、
原
因
分
析
、
改

善
策
の
検
討
、
実
践
を
行
う
。
長
時
間

労
働
の
是
正
は
、
働
き
方
改
革
実
行
計

画
の
主
要
ポ
イ
ン
ト
で
も
あ
る
。
全
都

道
府
県
で
荷
主
、
運
送
事
業
者
か
ら
な

物
流
業
界
の
使
命
を
知
る

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制
度

る
対
象
集
団
が
実
証
実
験
を
行
っ
て
い

る
。
す
で
に
昨
年
度
の
実
施
概
要
は
公

開
さ
れ
て
い
る
。
青
森
の
事
例
で
は
、

発
荷
主
の
農
協
と
関
東
、
関
西
方
面
に

野
菜
を
運
ぶ
運
送
事
業
者
が
連
携
、
事

前
に
積
み
荷
を
仕
分
け
し
、
朝
積
み
の

時
間
を
一
時
間
前
倒
し
し
た
と
こ
ろ
拘

束
時
間
を
二
・
二
時
間
短
縮
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
こ
の
実
証
実
験
を
通
し
て
、

荷
主
と
運
送
会
社
の
協
力
関
係
が
構
築

で
き
た
こ
と
も
大
き
な
成
果
だ
。
こ
の

他
、
高
速
道
路
の
適
正
利
用
を
検
討
し

た
結
果
、
四
時
間
超
の
運
行
を
ゼ
ロ
に

し
た
事
例
も
あ
る
。
長
年
続
い
て
き
た

商
習
慣
を
変
え
、
働
き
方
を
変
革
す
る

た
め
に
は
業
界
の
自
助
努
力
は
当
然
だ

が
、
荷
主
の
理
解
が
何
よ
り
も
必
要
に

な
る
。
藤
原
氏
は
一
業
界
が
エ
ゴ
を
通

す
こ
と
は
で
き
な
い
と
前
置
き
し
な
が

ら
こ
う
話
し
て
く
れ
た
。「
荷
主
さ
ん

優
位
の
状
況
で
運
送
会
社
か
ら
声
を
上

げ
る
こ
と
は
難
し
い
面
も
あ
り
ま
す
。

国
と
連
携
し
な
が
ら
、
大
変
厳
し
い
状

況
下
で
日
本
の
物
流
が
成
り
立
っ
て
い

る
こ
と
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
」。
今
年
度
末
ま
で
に
集
め

た
事
例
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
し
て
と
り

ま
と
め
、
全
国
に
展
開
さ
れ
る
。

長
時
間
労
働
の
原
因
を
把
握

始
め
て
い
る
。（
公
社
）
全
日
本
ト
ラ
ッ

ク
協
会
の
藤
原
利
雄
常
務
理
事
に
お
話

を
伺
っ
た
。「
業
界
に
は
若
い
人
材
、
担

い
手
を
取
り
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
危
機
感
が
あ
り
ま
す
。
同
時
に

採
用
し
、
育
て
て
い
こ
う
と
す
る
意
欲

も
あ
る
。
国
と
当
協
会
、
加
え
て
各
都

道
府
県
の
ト
ラ
ッ
ク
協
会
や
地
場
の
運

送
事
業
者
が
連
携
し
て
広
範
な
施
策
を

展
開
し
て
い
ま
す
」。

　

そ
の
一
つ
が
昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
高

校
、
専
門
学
校
、
大
学
の
学
生
を
対
象

と
し
た
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制
度
だ
。

学
生
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
運
送
会
社
が

協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
登
録
し
て
情
報

を
開
示
、
研
修
や
見
学
を
希
望
す
る
学

生
は
直
接
、
あ
る
い
は
学
校
経
由
で
事

藤原利雄
Toshio Fujiwara

公益社団法人　
全日本トラック協会
常務理事

政
府
・
荷
主
と
協
力
し
て
長
時
間
労
働
を
是
正
し
、

や
り
が
い
に
溢
れ
る
業
界
を
Ｐ
Ｒ
す
る

右／高校生を対象とした
「物流出前授業」が行われ
ている。（提供：（公社）全
日本トラック協会）
下／全日本トラック協会ホ
ームページ内に設置されて
いるインターンシップ用の
Webサイト。全国各地の
インターンシップ受入事業
者情報が公開されている。

トラック輸送の役割や重要性をイラストを
交え分かりやすくまとめたパンフレットを
製作し、高校生などに配布している。

業
者
に
申
し
込
み
、
運
送
業
の
現
場
に

触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
現
在
二
二
七

社
が
登
録
、
全
国
の
会
社
か
ら
実
施
報

告
が
寄
せ
ら
れ
、
採
用
に
結
び
つ
い
た

事
例
も
あ
る
と
い
う
。「
こ
の
制
度
を

通
し
て
学
校
と
の
信
頼
関
係
を
構
築
し
、

教
師
や
保
護
者
の
皆
様
の
ご
理
解
、
共

感
を
醸
成
す
る
こ
と
も
期
待
で
き
る
。

と
に
か
く
現
場
を
見
て
、
知
っ
て
い
た

だ
か
な
け
れ
ば
始
ま
り
ま
せ
ん
」
と
藤

業
界
団
体
の
取
組
み

公
益
社
団
法
人 

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

各地で開催されている「職場体験セミナー」の様子。実際の作業を体験することで、
トラック業界の職務内容を理解し興味を持ってもらうよう工夫している。（提供：（公社）全日本トラック協会）
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運
送
業
界
の
人
材
確
保
、
採
用
は
前

述
し
た
よ
う
に
厳
し
い
状
況
に
あ
る
が
、

独
自
の
取
組
み
が
奏
功
し
、
効
果
を
あ

げ
て
い
る
運
送
事
業
者
が
あ
る
。

　

㈱
大
昌
運
輸
は
、
東
京
と
名
古
屋
に

拠
点
を
置
き
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
か
ら
大
型

車
両
ま
で
七
〇
台
あ
ま
り
の
配
送
車
両

を
保
有
。
コ
ン
ビ
ニ
配
送
、
イ
ベ
ン
ト

な
ど
の
搬
出
入
、
印
刷
物
や
家
具
な
ど

の
当
日
配
送
を
営
む
。
山
本
明
徹
社
長

は
、
こ
こ
数
年
、
若
い
ド
ラ
イ
バ
ー
が

増
え
て
い
る
と
話
す
。
今
春
入
社
し
た

新
人
、
冨
屋
さ
ん
に
話
を
聞
い
て
み
た
。

子
供
の
頃
、
身
近
に
ベ
テ
ラ
ン
ド
ラ
イ

バ
ー
が
い
て
、
こ
の
仕
事
に
憧
れ
を
抱

い
て
い
た
と
い
う
。「
求
人
サ
イ
ト
を

見
る
と
若
く
て
元
気
な
社
員
の
方
が
大

勢
働
い
て
い
て
、
他
社
と
比
べ
て
も
印

象
が
ダ
ン
ト
ツ
に
良
か
っ
た
。
応
募
し

た
際
の
レ
ス
ポ
ン
ス
も
と
て
も
早
か
っ

の
「
質
」
が
気
に
か
か
る
と
も
話
す
。

「
残
念
な
が
ら
、
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
り
た

い
と
い
う
動
機
よ
り
、
他
に
仕
事
が
な

い
か
ら
と
い
う
人
が
多
く
な
っ
た
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
は
皆
、

礼
儀
正
し
く
、
使
命
感
と
責
任
感
を
持

っ
て
仕
事
に
臨
ん
で
い
る
。
運
送
業
は

一
昔
前
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
違
う
厳
格
な

業
界
で
す
」
と
山
本
社
長
は
強
調
す
る
。

　

し
か
し
、
ひ
と
た
び
周
囲
に
目
を
向

け
る
と
同
業
の
仲
間
た
ち
の
な
か
に
は
、

採
用
に
苦
労
を
強
い
ら
れ
て
い
る
会
社

も
少
な
く
な
い
と
山
本
社
長
は
こ
う
話

す
。「
募
集
を
か
け
て
も
応
募
が
な
い
。

そ
れ
な
ら
ば
受
け
る
仕
事
を
絞
り
込
ん

で
当
面
の
経
営
を
安
定
さ
せ
よ
う
と
い

う
こ
と
は
あ
る
よ
う
で
す
」。
募
集
広

告
な
ど
に
関
わ
る
コ
ス
ト
も
大
き
な
負

担
に
な
る
。
し
か
し
、
そ
の
ま
ま
で
は

将
来
の
展
望
が
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま

う
。
業
界
の
体
力
が
徐
々
に
低
下
す
る

懸
念
が
あ
る
。

 

そ
こ
で
重
要
に
な
る
の
が
、
運
送
料

金
の
適
正
化
と
、
賃
金
の
確
保
だ
。
荷

就
労
環
境
を
積
極
的
に
創
造
し
、

担
い
手
を
確
保
す
る

物
の
ピ
ッ
キ
ン
グ
や
、
待
機
時
間
で
の

倉
庫
清
掃
の
手
伝
い
な
ど
、
ド
ラ
イ
バ

ー
の
負
荷
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

（
公
社
）
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
青

年
部
会
部
会
長
も
務
め
る
山
本
社
長
は
、

運
送
約
款
の
改
定
が
実
現
す
れ
ば
、
待

機
料
金
や
残
業
代
は
別
途
計
上
す
る
と

い
っ
た
原
則
が
確
立
さ
れ
る
の
で
は
な

い
か
と
働
き
方
改
革
に
期
待
を
寄
せ
て

い
る
。

　

一
方
で
、
長
時
間
労
働
の
是
正
や
賃

金
の
問
題
は
一
企
業
の
努
力
だ
け
で
は

限
界
が
あ
る
。
や
は
り
業
界
を
挙
げ
て

荷
主
と
の
協
力
体
制
を
築
く
こ
と
が
必

須
に
な
る
と
、
山
本
社
長
は
こ
う
話
す
。

「
荷
主
さ
ん
の
経
営
状
況
も
厳
し
い
こ

と
は
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
運
ぶ
側
も
週

休
二
日
で
は
仕
事
に
な
ら
な
い
と
い
う

現
実
が
あ
る
。
し
か
し
、
荷
主
さ
ん
の

協
力
を
仰
ぎ
、
手
待
ち
時
間
を
解
消
す

る
工
夫
や
書
面
で
の
契
約
の
徹
底
な
ど
、

具
体
的
な
改
善
に
取
り
組
み
な
が
ら
、

き
ち
ん
と
休
日
を
と
り
、
賃
金
も
確
保

す
る
。
時
間
は
か
か
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
そ
う
し
た
努
力
を
継
続
す
る
こ

と
で
運
送
業
界
は
も
っ
と
魅
力
的
な
業

現
状
を
打
破
す
る
チ
ャ
ン
ス

た
の
で
安
心
で
き
ま
し
た
」。
入
社
二

年
目
の
グ
エ
ン
さ
ん
は
こ
う
話
す
。

「
就
職
活
動
中
は
職
種
を
絞
り
込
め
ま

せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
で
知
っ
た
大
昌
運
輸
に
見
学
で
訪
れ

た
際
、
そ
の
フ
レ
ン
ド
リ
ー
で
明
る
い

社
風
に
魅
か
れ
て
入
社
を
決
め
ま
し

た
」。
自
分
が
ド
ラ
イ
バ
ー
に
な
る
と

は
夢
に
も
思
わ
な
か
っ
た
と
は
に
か
む
。

活
気
あ
る
職
場
、
明
る
い
社
風
。
運
輸

業
界
の
元
気
な
側
面
を
伝
え
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
求
職
者
の
共
感
を
醸
成
す
る
。

も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
イ
メ
ー
ジ
だ
け
で
は

な
く
、
実
体
と
し
て
真
面
目
な
職
場
、

就
労
環
境
を
積
極
的
に
創
造
す
る
こ
と

が
前
提
に
な
る
。

　

山
本
社
長
は
採
用
募
集
に
関
し
て
そ

山本明徹
Akimichi Yamamoto

株式会社大昌運輸
代表取締役

㈱大昌運輸の社員の方々。ベテランドライバー
と若手ドライバーがコミュニケーションをとる
ことで、明るい雰囲気をつくり出している。

配送のためトラックにハンガーラックを運び込むグエンさん（右）と冨屋さん（左）。
二人とも、女性だからといって体力的に辛いということは無いと語る。

界
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
働
き
方
改
革

の
機
運
の
高
ま
り
は
そ
う
し
た
現
状
を

打
破
す
る
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
だ
と
捉
え

て
い
ま
す
」。

　

運
送
業
界
の
業
態
は
長
距
離
か
ら
引

っ
越
し
ま
で
、
同
業
種
と
は
思
え
な
い

ほ
ど
多
様
だ
。
荷
主
と
運
送
業
社
の
関

係
性
も
ひ
と
く
く
り
に
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
下
で
相

互
理
解
を
深
め
、
さ
ら
に
魅
力
あ
る
業

界
と
し
て
成
長
す
る
。
働
き
方
改
革
の

大
き
な
目
的
が
そ
こ
に
あ
る
。

明
る
い
雰
囲
気
で
若
い
人
材
を
確
保
し
、

荷
主
と
一
緒
に
働
き
方
を
改
善
す
る

企
業
の
取
組
み

株
式
会
社 

大
昌
運
輸
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三
月
に
策
定
さ
れ
た
働
き
方
改
革
実

行
計
画
に
お
い
て
、
長
時
間
労
働
の
是

正
は
最
重
要
項
目
の
一
つ
と
言
え
る
。

時
間
外
労
働
の
限
度
は
月
四
五
時
間
か

つ
年
三
六
〇
時
間
と
し
、
労
使
が
合
意

す
れ
ば
特
例
と
し
て
年
七
二
〇
時
間

（
月
平
均
六
〇
時
間
）
ま
で
認
め
ら
れ

る
。
自
動
車
の
運
転
業
務
や
建
設
業
、

医
師
、
新
技
術
・
新
商
品
の
開
発
業
務

で
は
、
実
態
を
踏
ま
え
て
施
行
後
五
年

間
は
こ
の
適
用
を
除
外
さ
れ
た
。
日
建

連
と
し
て
も
政
府
の
決
定
を
真
摯
に
受

け
止
め
、
五
年
と
い
う
猶
予
に
甘
ん
じ

る
こ
と
な
く
、
長
時
間
労
働
の
是
正
に

精
い
っ
ぱ
い
努
力
し
て
い
く
こ
と
を
表

明
し
て
い
る
。

　

こ
の
実
行
計
画
の
策
定
を
受
け
今
年

六
月
に
「
第
一
回
建
設
業
の
働
き
方
改

革
に
関
す
る
関
係
省
庁
連
絡
会
議
」
が

開
催
さ
れ
た
。
国
土
交
通
省
の
平
田
研

課
長
は
そ
の
意
義
を
こ
う
説
明
す
る
。

「
長
時
間
労
働
是
正
に
つ
い
て
は
発
注

者
の
理
解
と
協
力
が
な
い
と
進
み
ま
せ

ん
。
発
注
者
や
日
建
連
を
は
じ
め
と
す

る
受
注
者
の
業
界
団
体
、
労
働
組
合
ま

と
生
産
性
の
向
上
は
一
体
的
か
つ
同
時

並
行
的
に
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
」。

　

現
在
の
建
設
業
界
に
は
震
災
復
旧
・

復
興
事
業
、
東
京
五
輪
施
設
の
整
備
と

い
っ
た
大
規
模
事
業
が
多
く
あ
る
。
い

ず
れ
も
着
実
な
進
捗
が
求
め
ら
れ
る
が
、

こ
う
し
た
状
況
下
で
も
長
時
間
労
働
の

是
正
に
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
く
必

要
が
あ
る
。
現
時
点
で
の
労
働
力
は
確

保
さ
れ
て
い
る
が
、
中
長
期
的
な
視
野

に
立
つ
と
高
齢
化
、
人
材
不
足
と
い
っ

た
懸
念
は
ゼ
ロ
で
は
な
い
。

　

連
絡
会
議
の
翌
日
に
開
催
さ
れ
た
建

設
業
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
労
働
人
口

の
確
保
な
ど
を
検
討
す
る
「
建
設
産
業

政
策
会
議
」
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
議
論

の
成
果
を
報
告
書
に
取
り
ま
と
め
た
。

そ
の
タ
イ
ト
ル
は
「
建
設
産
業
政
策

２
０
１
７
＋
10
〜
若
い
人
た
ち
に
明
日

の
建
設
産
業
を
語
ろ
う
〜
」。
一
〇
年

後
を
見
据
え
た
、
建
設
業
に
関
わ
る
各

種
制
度
イ
ン
フ
ラ
の
再
構
築
を
目
的
と

し
た
も
の
だ
。
こ
こ
で
も
担
い
手
の
確

保
と
働
き
方
改
革
は
重
要
課
題
に
位
置

付
け
ら
れ
て
い
る
。
建
設
業
は
人
間
が

生
き
て
い
る
限
り
必
ず
必
要
と
な
る
産

受
発
注
者
の
相
互
理
解
が

改
革
の
原
点

業
だ
。
こ
れ
を
支
え
る
人
材
が
確
保
で

き
な
い
と
、
身
の
回
り
の
安
心
安
全
、

経
済
発
展
の
基
盤
が
失
わ
れ
か
ね
な
い

と
平
田
課
長
は
懸
念
す
る
。「
こ
の
報

告
書
で
も
建
設
業
で
の
働
き
方
を
変
え
、

魅
力
あ
る
業
界
と
し
て
成
長
す
べ
く
発

注
者
、
建
設
業
に
加
え
国
民
を
も
含
め

た
枠
組
み
の
な
か
で
、
相
互
理
解
を
深

め
る
こ
と
の
重
要
性
が
示
さ
れ
て
い
ま

す
」。
し
か
し
、
建
設
企
業
か
ら
施
主
、

国
民
に
向
け
て
声
を
発
す
る
こ
と
は
簡

単
で
は
な
い
。「
難
易
度
の
高
い
取
組

み
で
す
ね
。
一
方
で
発
注
者
と
し
て
も

具
体
的
に
ど
う
対
応
す
べ
き
か
、
明
確

に
見
極
め
る
こ
と
が
困
難
な
こ
と
も
事

実
。
そ
こ
で
重
要
に
な
る
の
が
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
。
適
切
な
工
期
設
定
や
、
法
定

福
利
費
を
計
上
し
た
価
格
設
定
の
あ
り

方
な
ど
が
こ
こ
で
示
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
」
と
平
田
課
長
は
説
明
し
て
く

れ
た
。

　

働
き
方
改
革
に
よ
っ
て
、
長
時
間
労

働
の
是
正
、
法
定
福
利
費
の
計
上
な
ど

が
制
度
化
さ
れ
、
業
界
の
ル
ー
ル
が
明

確
に
な
っ
て
き
た
。
平
田
課
長
は
最
後

社
会
全
体
の
テ
ー
マ
と
し
て

で
を
も
包
括
す
る
協
議
会
の
設
置
が
、

今
回
の
会
議
で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
七

月
に
協
議
会
を
設
置
、
こ
こ
で
の
検
討

も
踏
ま
え
、
八
月
に
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

が
示
さ
れ
る
予
定
で
す
。
ス
ピ
ー
ド
感

を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」。

　

連
絡
会
議
は
内
閣
官
房
副
長
官
を
議

長
と
し
、
一
〇
の
省
庁
を
横
断
す
る
政

府
挙
げ
て
の
体
制
で
、
適
正
な
工
期
設

定
と
施
工
時
期
の
平
準
化
、
社
会
保
険

の
法
定
福
利
費
や
安
全
衛
生
経
費
の
確

保
、
生
産
性
向
上
と
い
っ
た
課
題
を
洗

い
出
し
た
。
今
後
、
具
体
的
な
労
働
時

間
の
短
縮
策
、
適
正
な
工
期
設
定
、
賃

金
水
準
の
確
保
な
ど
に
つ
い
て
検
討
を

行
い
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
週
休
二
日

を
前
提
と
し
た
工
期
設
定
な
ど
の
指
針

が
八
月
に
示
さ
れ
る
予
定
だ
。

　

平
田
課
長
は
現
場
に
お
け
る
生
産
性

の
向
上
も
重
要
な
要
素
に
な
る
と
こ
う

話
す
。「
週
休
二
日
を
織
り
込
ん
だ
上

で
の
適
切
な
工
期
設
定
と
な
る
と
、
工

期
は
長
く
な
り
、
コ
ス
ト
も
膨
ら
む
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
生
産
性
の

向
上
が
大
き
な
役
割
を
果
た
す
。
現
場

で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
や
新
技
術
、
工
法

の
開
発
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
こ
れ
を

加
速
す
る
必
要
が
あ
る
。
働
き
方
改
革

平田 研
Ken Hirata

国土交通省
土地・建設産業局
建設業課長

今後の取組みの方向性
建設業における働き方改革について

工事現場における生産性向上を図る
観点から、ICTの積極的な活用や書
類の簡素化を推進
➡ 国土交通省におけるi-Construction

の取組みを参考に、他省庁におい
ても、ICTを活用した発注工事に
ついてモデル的に実施。併せて、
書類の簡素化を推進

➡ 地方公共団体及び独法においても、
直轄工事に準じた取組みを推進

➡ 民間発注団体においても、建設企
業による生産性向上の取組みへ
の理解・支援を推進

3.生産性の向上

適正な工期設定に伴うコスト増加のしわ寄せが必要経費の削減
に繋がらないよう、社会保険の法定福利費や安全衛生経費を含
んだ適正な請負代金による契約を徹底
➡ 国の発注工事において、率先して徹底
➡ 地方公共団体及び独法においても、適正な請負代金による契

約を徹底
➡ 民間発注団体においても、適正な請負代金による契約を徹底

2.社会保険の法定福利費や
　安全衛生経費の確保

受注者による工期ダンピングや発注者による短工期の強要を防ぐた
めの取組みについて検討

5.不適正な工期への対応の強化

ICT 機器の活用
プレキャストコンクリート
の採用

多様な働き方改革に学ぶ働き方改革特集

に
こ
う
エ
ー
ル
を
送
っ
て
く
れ
た
。

「
建
設
業
共
通
の
競
争
の
『
土
俵
』
が
適

切
に
設
定
さ
れ
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

こ
の
土
俵
の
な
か
で
健
全
な
競
争
が
な

さ
れ
、
良
質
な
建
設
生
産
物
を
提
供
す

る
こ
と
が
業
界
の
使
命
。
建
設
業
は

『
人
』
を
大
事
に
す
る
仕
事
で
あ
る
こ

と
、
業
務
の
見
え
る
化
を
進
め
、
透
明

感
の
あ
る
業
界
で
あ
る
こ
と
を
企
業
活

動
を
通
し
て
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

国
も
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
」。

　

働
き
方
改
革
は
、
暮
ら
し
方
の
意
識

革
新
で
も
あ
る
。
コ
ン
ビ
ニ
に
商
品
が

絶
え
る
こ
と
は
な
く
、
道
路
は
常
時
安

全
な
通
行
を
約
束
す
る
。
し
か
し
、
そ

の
背
景
に
は
商
品
を
届
け
る
ト
ラ
ッ
ク

ド
ラ
イ
バ
ー
が
い
て
、
イ
ン
フ
ラ
整
備

で
は
技
術
開
発
、
改
修
と
い
っ
た
建
設

業
の
不
断
の
努
力
が
あ
る
。
そ
の
「
当

た
り
前
」
に
今
一
度
目
を
向
け
、
働
き

方
、
暮
ら
し
方
を
考
え
て
い
き
た
い
。

新
し
い「
土
俵
」で

健
全
な
競
争
を

発注省庁、地方公共団体、独法及び民間発注団体等並びに建設業団
体の取組み状況について、毎年度フォローアップを実施

6.フォローアップ

時間外労働の上限規制に対応できるよう週休2日を前提とした
適正な工期設定による工事の発注や施工時期の平準化を推進
➡ 国の発注工事では、時間外労働の上限規制に対応できるよう

週休2日工事を推進。併せて、適正な工期を確保するためのゼ
ロ国債・2カ年国債の活用等による施工時期の平準化を推進

➡ 地方公共団体及び独法においても、直轄工事に準じた取組み
を推進

➡ 民間発注団体においても、適正な工期設定や施工時期の平準
化を推進

1.適正な工期設定・
　施工時期の平準化

1 〜 3の内容を盛り込んだ「適正な工期設定等のためのガイド
ライン」を策定
➡ 国の発注工事では、当該ガイドラインに沿った工事の実施を

徹底
➡ 地方公共団体及び独法に対しても、当該ガイドラインの遵守

と取組みの強化を要請
➡ 民間発注団体に対しても、ガイドラインを周知し、ガイドラ

インに基づく工事の実施を要請

4.ガイドラインの策定・周知

国土交通省、「建設業における働き方改革について」（2017年6月）を基に作成
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